
非凡なる平凡

―― ワーヅワスの日常性の肯定――

は じ め に
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自然と人

えをすでに一

たい。つまり

題である。

新しい読者

ワーヅワス

間の関係，これは詩人ワーヅ

度述べておいた
）
。本稿ではこ

，人間はどのように生きれば

のために，まず，先に述べた

は人間知性の限界というもの

ワスの根幹に関わる問題で

のテーマを精いっぱい人間

もっとも自然にかなった生

ところを簡単におさらいし

を知り，それに頼ることを

，それについてわたしの考

の方に引き寄せて述べてみ

き方ができるのかという問

ておく。

あきらめて自然に戻ってい

った。自然こ

教えてくれる

る。その美こ

りかけている

的に大事にな

ある。以上が

さて，今回

そ真実を教えてくれるという

のか。この点についてわたし

そが自然と人間を結びつける

。したがってわれわれの方が

ってくる。美とはわれわれが

前回のところであった。

の話に移るのだが，やはりワ

のである。では，自然はど

は美というものを持ち出し

接点であって，自然はそれ

自然の美を感じることがで

真実を得るのにそれほど大

ーヅワスの詩をベースに考

のようにわれわれに真実を

た。自然には調和の美があ

を通してわれわれ人間に語

きるかどうか，これが決定

きな意味をもっているので

えていきたい。

ワーヅワス

ったものだと

る。ただ，自

それらだけが

性は圧倒的な

とを自分の

「崇高論」が

はじつに多くの詩を書いてい

言っても過言ではない。それ

然の厳かな美というと，われ

自然の美の厳かさを表わして

力をもってわれわれの心を動

芸術としてきた。とくに，ワ

もてはやされた時期があり，

るが，そのほとんどはそう

らによって彼は自然との一

われはまず深山幽谷とか大

いるのではない。たしかに

かすし，多くの詩人はそう

ーヅワスより 年ほど前のイ

この傾向が顕著であった。ワ

した自然の厳かな美をうた

体化を読者に訴えたのであ

海原とかを思い浮かべるが，

それらのもつ崇高さ・無限

した荘厳な景観をうたうこ

ギリスには芸術における

ーヅワスの場合はここの

ところがかな

上記拙論で

のではないと

自然の美はあ

世代前の詩人

りちがっている。

もすでに触れたところだが，

いうのがワーヅワスの考えで

るというのである。一本の野

ブレイクにこんな言葉がある

自然の調和の美はそういう

ある。どんなところにも，

草にも一羽の小鳥にも。ち

。

壮大な景観の中にだけある

どんなささやかな物にも，

なみに，ワーヅワスより一
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一粒の

一本の

手のひ
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砂に世界を見，

野花に天国を見る。

らに無限をつかみ，
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一時間

（

万物に宿る永

の中に永遠をつかむ
）
。

）

遠の生命を示唆する言葉として有名な４行だが，ここにも，この世のあらゆる物

はそれ自体がひ

る。この点でブ

イクとワーヅワ

つもそうである

ば不親切。言う

スはずいぶん親

うものの営みを

が，それをきわ

とつの宇宙として調和的な生

レイクもワーヅワスも同じ思

スはどこがちがうかと言うと

ように，かならずしもだれも

なれば，出発点と結論をいっ

切である。だれにでもわかる

できるだけ具体的に描いてく

めて卑近な，われわれが毎日

命の営みをもっているという

想の詩人であったと言うこと

，ブレイクは神秘思想家であ

がすぐにわかるようにはうた

しょに表現してしまうわけで

ように根気よくうたってくれ

れる。しかも，ここがいかに

身近に見・聞きする事物によ

メッセージが読みとれ

ができる。ただ，ブレ

って，神秘思想家がい

わない。不親切と言え

ある。その点ワーヅワ

る。とくに，生命とい

もワーヅワス的なのだ

って描くのである。ブ

レイクが神秘性

じっさいワー

に身近な生き物

たった詩人であ

凡と考えず，そ

を認め，そこに

れがワーヅワス

の詩人であるとすれば，ワー

ヅワスは，らっぱ水仙，ひな

を数え切れないくらい多くう

ると言ってよい。だが，ワー

れらの中に荘厳な美しさ――

偉大な真実を発見しようとし

の詩精神だったのである。

ヅワスは日常性の詩人だと言

菊，すみれ，蝶，すずめ，コ

たっている。さしずめ，彼は

ヅワスが優れていたのは，そ

アルプスの壮観に負けないほ

たことである。平凡さの中に

うことができる。

マドリなど，われわれ

平凡なものばかりをう

うした平凡なものを平

どの厳かな美しさ――

真実を求めること，こ

以下，そうし

えていきたい。

てそれがどんな

たワーヅワスの詩精神を彼の

もっとも平凡な花であるひな

自然の真実を語っているのか

１ 末摘む花―

『ひな菊に』（ ）

菊，それはどんなすばらしさ

。

―ひな菊のすばらしさ

の詩行を追いながら考

をもっているか，そし

ワーヅワスは

それを見ていく

この詩は全体

激しい

『ひな菊に』という同じタ
）
で始まるも

ことにする。

がひな菊への呼びかけの形を

渦巻くようなよろこびに渇

イトルの詩を４つも作ってい

のが彼の考えをもっともよく

とっている。次の詩行は冒頭

いて

る。そのうちでも

伝えていて，本稿では

の呼びかけである。

（ ）



ぼく

丘か

非

は若いころ，岩から岩へ

ら丘へと駆けまわった。

不安な時がもっとも楽しいぼ

凡なる平凡（井田）

くだった。

だが

どん

そし

自然

（

今は 自分ひとりで楽しめる

な小川もぼくの渇きをいやし

て やさしいひな菊よ！ ぼ

の愛をおまえと分けあうこと

――

てくれるし，

くはよろこんで

ができる。

まず，前半

若い頃とい

）

４行について。

うのは，自然の中に身を置く

――

だけでよろこびの感覚が泉のように湧き起こってくる。

それで，これ

は常に渇きが

うみずみずし

ねない。原

うに，この頃

うこと。つま

これに対し

よりもあれ，あれよりももっ

あるわけで，そんな渇いた欲

い感覚がうたわれる。いや，

文の

のよろこびの求め方は冒険的

り，焼酎のような刺激を少年

て，後半４行では現在のこと

とすごいものと，無制限に

求をもって山野を駆け回る

みずみずしいというだけで

とい

，狂乱的でさえである。平

ワーヅワスは求めていたの

がうたわれる。今はもうあ

満足を求めていく。若さに

のである。ここではそうい

は舌足らずの恥をさらしか

う言葉使いから窺えるよ

たく言えば，激辛嗜好とい

である。

のみずみずしい感覚も，あ

の烈しい活力

ろこび方があ

別のよろこ

６行目に

ら岩へ」や

まり，若い頃

分を癒してく

もない。だから，あんなよろ

るのだというのである。

び方とはどういうことか。

「どんな小川も」という何の変

「丘から丘へ」とコントラスト

のように，森や山を奥へ奥へ

れるものがいくらでもある。

こびの求め方はできない。

哲もない言葉が使われてい

をなしていて，後半のキー

とかき分けて行かなくても

それが小川なのである。

しかしその代わり，別のよ

るが，これは前半の「岩か

・ワーヅになっている。つ

，もっと身近なところに自

これはむろ

まって，その

日買物や出勤

どんなところ

がかえって

これは詩人の

ん，文字通り小川のことだけ

辺りのあぜ道，そしてそこに

途中に出会っているすべての

にでも見かけることができる

現在の自分には慰めになると

そういう現在の気持ちをよく

を言っていると考える必要

野生している小花や小鳥た

ものを指していると考えて

わけで，そうしたささやか

いうのである。「やさしいひな

表している。おまえのよう

はない。家の裏の小川に始

ち，つまりはわれわれが毎

よい。これらは自然の中の

な自然との触れ合い，それ

菊よ」という呼びかけ，

な人目を惹かない野草，若

（ ）



い頃ならきっと

くれるのはおま

落ち着いたよろ
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見過ごしていたであろうが，

えしかいないと呼びかけてい

こびがまずはこのように表明

学（第 巻・第４号）

そんな地味なおまえであって

るのである。若い頃の激しさ

される。

も，今の自分を慰めて

とは対照的な，静かで

その上でワー

はどのように慰

のかの説明に入

冬はお

そのう

春はや

ヅワスは，以下，ひな菊が自

められるのかをうたっていく

っていくのである。

まえを花環に織って

すい白髪を質素に飾る。

わらかなそよ風で雲を分け

分にどのようによろこびを与

。言いかえれば，ひな菊とは

えるのか，そして自分

いったいどういう花な

お

夏の野

そして

雨がお

お

（

まえに陽の光をそそぐ。

は見わたすかぎり当然おまえ

憂いに沈む秋は

まえにそぼ降る時

まえの深紅の顔を友とする。

のもの。

イギリスでは

）

ひな菊は一年中咲いている。これは日本人には意外に思えるかもしれないが，イ

ギリスを訪れた

ルフ場のように

菊はそんなふう

れぞれの表情を

まず冬。秋で

秋の紅葉もない

な寒々とうらぶ

ことがある者ならだれもが肯

，一年中きれいな緑の芝草が

に一年中どこへ行っても咲い

うたっている。

すべてが終わって，冬は何も

。あるのは冷たく降りた白

れた冬景色を連想させる。

かされる。芝生もそのとおり

イギリス中に広がっている。

ている花で，このスタンザは

ない季節である。春の緑も，

い霜だけ。「そのうすい白髪」

で，ちょうど日本のゴ

芝生はともかく，ひな

そんなひな菊の四季そ

夏の色とりどりの花も，

とあるが，これはそん

どんな花もそ

社交場の花にな

何もないそんな

かけるのである

る。

そうかと思う

んな冬の白髪を飾る花になり

りたがるのと同じである。け

さびしい環境にあって，この

。老人ホームで介添えを勤め

と，春には若くて初々しい姿

たいとは思わない。女の子な

れども，ひな菊はそうではな

花はつつましいうつくしさを

る若い娘さんと言えばいいか

も見せる。ゆりとかチューリ

らだれだって結婚式や

い。引き立てるものが

辺りにさりげなく投げ

，そんな感じの花であ

ップと同じです。振り

（ ）



袖を初めて着

くて仕方がな

夏になると

非

せてもらったお嬢さんといっ

い，祝福してやりたい，ちょ

，どちらを向いてもひな菊を

凡なる平凡（井田）

たところか。そよ風も陽光

うどそんなところである。

引き立ててくれるものばか

も，そんなひな菊がかわい

りである。そんな中でひな

菊は花として

花と言ったと

そして秋は

はすっかりち

ある。

このように

四季を通じて

の美しさを最大限アッピール

ころだろう。夏にはそんな娘

秋で，それにふさわしい姿を

がった表情に変わる。ちょう

，ひな菊はひとつの季節に一

いつでも咲いている花である

する。若者たちに取り囲ま

さんにもなるのである。

見せる。雨に濡れて，うす

ど憂いに満ちた友をいたわ

時あでやかに咲いてすぐに

。そして，質素だけれども

れて活発に踊るディスコの

紫の色合いを濃くし，夏と

り慰めるやさしさの表情で

消えていく花ではなくて，

，それぞれの季節にふさわ

しい姿を見せ

次のスタン

群な

おま

旅人

気落

てくれるのである。

ザに進んでみよう。ここでは

してモリスダンスを踊りなが

えは小道をゆく旅人に会釈を

が応えてくれると大よろこび

が，無視されても

ちすることも 悲しむことも

ひな菊の何をうたっている

ら

おくる。

。

ない。

のか。

また

おま

（

よく 人気ない里の片すみで

えに会う時など，待ちに待っ

楽しい想いに出会った心地だ

ひとり

た

。

前のスタン

て，このスタ

）

ザがひな菊は一年中いつでも

ンザはひな菊はどこにでも咲

咲いている花だという時間

いている花だという空間的

的な提示であったのに対し

な提示である。辺ぴな田舎

であろうと人

菊は到るとこ

と対比的に持

庭に咲くぼた

所にしか咲か

た庭園といっ

の多い都会の公園であろうと

ろに咲いている。次の第４ス

ち出されていて，早い話が，

んといった，いわゆるハイ・

ない花だというのである。す

た具合に咲くところが決まっ

，家の戸口であっても丘の

タンザにすみれとバラが出

高嶺のゆりとか，あるいは

レヴェルの花を示唆する。

みれは人跡まれな山の岩陰

ている。ひな菊はそんな花

上の牧場であっても，ひな

てくるが，これらはひな菊

われわれ日本人流に言えば

つまり，これらは特定の場

，バラは手入れの行き届い

とは全然ちがって，所かま

（ ）



わず咲く花なの

それだけでは

バラやぼたんが
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である。

ない。ひな菊は群をなして咲

群生するということはない。
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く花である。どこへいっても

ほんの数本咲いているだけで

無数に群生している。

，人はそれを見て，こ

れは見事なと言

さん咲き群れて

人にいくら挨拶

しないに等しい

これはひな菊

ういう花である

ることができる

って足を止める。見過ごされ

いて，そのためにかえって人

を送っても知らん顔されるわ

。ひな菊というのはこういう

の過小評価に聞こえるかもし

けれども，いや，そういう花

のだとワーヅワスはむしろ最

ることはない。それがひな菊

の注意を惹かない。だから，

けである。まして群の中の一

花なのである。

れないが，そんなことはない

であればこそ，ひな菊は人に

大評価するのである。そのこ

ときたら，あまりたく

ひな菊の方で，道行く

本となればまるで存在

。そうではなくて，そ

ほんとうの慰みを与え

とが「楽しい想い」と

いう，やはり何

ている時，ふと

うれしくなる。

ろう。

身近な例で言

日頃とくに親し

ども，同じ村で

で出会ったりす

でもない言葉にこめられてい

道端にひな菊を見つけたりす

そんな時の安堵感というか，

えば，隣のおじさんとか友人

くしていたわけじゃない。顔

生活を共にしていたというそ

ると，思わず声をかけてみた

るようだ。われわれ，淋しい

る。すると，なつかしい人に

何かほっとした気分，それが

のお兄さんに東京かどこかで

を合わせれば挨拶する程度の

れだけのことで，そういう人

くなる。何か温かいものを感

気分でひとり旅などし

出会ったように非常に

この「楽しい想い」だ

ふと出会ったとする。

付き合いである。けれ

にどこか知らない土地

じてしまって。そんな

気持ちではない

結局，ひな菊

にいるというこ

こと。当たり前

てしまうのであ

ってくれるのは

のようなものだ

だろうか。

がいつでもどこでも咲いてい

となのである。いつもいっし

ということは，それがあって

る。しかし，ここがいちばん

とりもなおさずそういう当た

と言える。傍にいてくれるか

るということは，それがいつ

ょにいるということは当たり

も何も感じないということ。

の押さえどころなのだが，わ

り前のものなのである。この

らどうというものではない。

もわれわれといっしょ

前のものになるという

だから，つい見過ごし

れわれをほんとうに救

意味で，ひな菊は母親

けれども，傍にいてく

れるだけでわれ

このことは母

ふうに感じさせ

る。恋人はそれ

烈なのは初めの

なくなることも

る。

われを温かな，安堵した気持

親と恋人を比べてみればよく

るものが恋人である。いっし

ほどの強い力をもっている。

うちだけで，すぐ衰えていく

ある。いっしょにいると天国

ちにしてくれるのである。

わかる。彼女がいないと生き

ょにいると天国だし，いない

しかし，そういう力は長く続

。それだけではない。いっし

のはずなのに，何かとても重

ていけないと，そんな

と地獄ということにな

かないもの。恋心が強

ょにいることがたまら

苦しく，不安にさえな

言ってみれば

がない。激しい

わゆる花らしい

はない。

ひるがえって

させてくれたり

，恋人というのは焼酎と同じ

治癒力はあるが，反対に苦し

花はこの恋人のようなもので

，ひな菊はどうか。大きな希

するようなインパクトのある

で，われわれを慰めるのに速

める力ももっている。結局，

，ほんとうにわれわれの心を

望を一気に湧かせてくれたり

花ではない。詩人で言えば，

効力はあるが，持続力

バラやぼたんなど，い

満たしてくれるもので

，目標に向かって邁進

世界の真実をひらめか
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せてくれるよ

倦怠とか，そ

を回復させて

非

うな刺激的な花ではない。け

ういう人生のマイナス要因を

くれる。まさしく母親のよう

凡なる平凡（井田）

れども，道端でふと目にす

取り除いてくれるものがあ

な存在なのである。

ると，その時々の憂愁とか

る。そして徐々に生きる力

ちなみに

点では母親

である。あっ

ものとしてこ

このように

れわれの心を

，ワーヅワスは第９スタンザ

）」と呼んでいる。わ

であれ恋人であれ共通してい

て当たり前，しかし，ないと

の という形容辞は少

，ひな菊はわれわれの日常生

潤してくれる。ひな菊はいわ

でひな菊のこの力を「たの

れわれを にしてくれ

るが， な力となるとや

落ち着かない，そんなあた

なからず重要な意味をもって

活の中にあって，どんな時

ば末摘む花である。だれも

しい，穏やかな感化力（

る力をもっているという

はり母親にしかないもの

たかな母親の力を示唆する

いる。

にもそのつつましい姿でわ

見向きもせず，取り立てて

どうのこうの

のすばらしさ

ヅワスは発見

ワーヅワス

と言うこともない。しかし，

があるということ，人間に対

したのである。

２ つつましい壺の味わ

はよい意味でも悪い意味でも

そんなもっとも平凡な花で

するほんとうの感化力があ

い――人生に必要なのは酒

よく楽天家だと言われるが

あるひな菊にこそほんとう

るということ，これをワー

か水か。

，わたしはよい意味の方で

その意見に賛

常性の肯定」

力があると

――にどうつ

そこで先ず

よう。

詩人・芸術

成したい。彼ははっきりと人

はそのことを意味している。

いうことを述べてきたわけだ

ながっていくのか，以下では

，日常性の肯定の反対概念で

家は，美とは何か，生命とは

生肯定論者である。本稿の

前章で，ひな菊のような平

が，それがワーヅワスの人生

その点を考えていきたい。

ある日常性の否定というの

何かと言って，真実を追求

サブタイトルに付した「日

凡なものにほんとうの感化

肯定論――日常性の肯定

は何か，こここら始めてみ

する。そしてそれを日常生

活を超えたと

にしかほんと

あるのだとい

からどんどん

自滅はまさし

これは人間

ない。あくま

ころに求める。唯美主義とか

うの人生はないのだと考える

うわけである。そうして彼ら

離れていき，そして自滅する

くこの日常性の否定の結論だ

存在に関わる非常に大きな問

でも生活を生きなければなら

，唯知主義とかいうのがそ

。精神（つまり魂）のきら

は美とか知性に人生の真実

のである。芥川や『カラマ

ったのである。

題である。人間は雲を食っ

ない。そういう人間存在と

の典型で，彼らは芸術の中

めきこそがもっとも価値が

があると信じ，現実の生活

ーゾフの兄弟』のイワンの

て生きていくわけにはいか

いうか，人間のあり方の現

実があって，

ィジョンを求

しての憧れと

との間の隔た

はそうした皮

芸術至上主

人間はそこからは絶対に逃れ

めてしまうのである。現実世

人間としての現実，この両者

りというか，ヴィジョンがあ

肉な宿命を多分にもっている

義を標榜する芸術家が常とし

ることはできない。にもか

界にはそれはないのだと言

が乖離するのである。ヴィ

るのにそれにたどり着けな

のである。

ていたのはこの現実からの

かわらず，彼らは真実のヴ

って。要するに，芸術家と

ジョンとそれを憧れる自分

いというか，芸術というの

飛 であって，それを自分
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の芸術の前提と

ととし，日常生

しまう。そして

立命館経済

していたのである。彼らも，

活を肯定していただろう。し

その否定から彼らの芸術が始

学（第 巻・第４号）

芸術的自覚がなかった頃は現

かし，いったん芸術的に目覚

まったのである。が，結果，

実生活を当たり前のこ

めるとそれを否定して

行き詰まって自滅して

しまうのである

ある。

ワーヅワスの

求めるものは

け。だから，取

自覚な自己を否

けることができ

。わたしはこれを知性の悲劇

場合はこれがどうなるのか。

彼らの場合と変わらない。本

るに足りない日常性，あって

定する。これは先ほどの芸術

ない。

と呼んでいるのだが，まこと

質的には同じなのである。や

もなくてもどっちでも同じと

家たちと同じで，詩人として

に自家撞着的な悲劇で

っぱり真実を求めるわ

いうような，そんな無

真実を求めるかぎり避

では，何がち

て，ワーヅワス

実があるとワー

ワーヅワスに

で半ば触れてい

このところの問

もしも

がうのか。それは求める方向

は自分が立つところの現実，

ヅワスは考えたのである。

とってこの現実世界に真実は

るところだが，もう少し詳し

題をいちばんよく示唆するス

厳かな情熱がぼくの中に燃え

である。彼らが現実から飛び

それを自分の探求の領域とし

どのようにあったのか。これ

く考えてみるために第７スタ

タンザだと思われる。

立ち

たって行ったのに対し

た。この現実にこそ真

についてはすでに前章

ンザを見てみよう。こ

たまた

ぼくは

並

それは

見守っ

ぼくた

必

まおまえの姿を傍らに見つけ

よろこんで粗末な素瓶から

みのよろこびを飲み干そう。

人間本来の営みである日常生

てくれる素朴な共感であり

ち人間が心ゆったり暮らすに

要をみたしてくれる叡智なの

たならば

活を

あたって

だ。

（

１行目の「厳

する。気まぐれ

詩人・芸術家と

さて，そうい

）

かな情熱がぼくの中に燃え立

な気分でではなくて，詩人・

しての自覚・姿勢を言うもの

う真実に対する情熱に燃えな

ち」というのは真実を見つけ

芸術家としての情熱に燃えて

である。

がら詩人は今散策しているの

ようとする情熱を意味

いるという，そういう

である。そんな時，何
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気なく，ふと

にあると期待

のである。と

非

ひな菊を目にする。「たまた

して熱い視線を向けるのでは

ころが，思いがけなくも，そ

凡なる平凡（井田）

ま（ ）」とあるように，

なくて，ただ路傍のひな菊

のひな菊に真実が見つかる

求めるものがひな菊の中

に偶然目がとまっただけな

というのである。真実とい

う大問題がそ

わけである。

次に，「粗

っとするよう

級な真実を見

いくことにな

こび得るとい

う簡単にその辺に転がってい

末な素瓶から並みのよろこび

な美しい花，つまりバラやぼ

つけるのではない。そういう

る。これは先ほど述べたとお

うことである。平凡なものの

るとは思っていなかった。

」とあるが，これはこの詩の

たんのことだが，そんな華

求め方をすれば，地上（す

りである。ここはあくまで

中から平凡なよろこびを得

それが足元にあったという

核心的な言葉である。は

麗な花から甘露のような高

なわち現実）から飛 して

も粗末な花から粗末なよろ

るということ，ここに人生

の真実がある

ワーヅワス

粗末な素瓶

特級酒やネク

ていたものを

かし，水は生

る。たしかに

生きていく

のだとワーヅワスは言うので

は瓶のイメージャリを使って

とは要するに素焼きの壺のこ

ターが入っているわけではな

満たしてはくれない。つまり

きていく上でもっとも必要な

，酔いたい時は特級酒でなく

のには特級酒は余計なもので

ある。

いるので，その線で今少し

と。そこには，金杯やクリ

い。素焼きの壺に入ってい

，芸術家としての熱情的な

もの，生活に基本的になく

てはならない。水ではどう

，やっぱり水でないと間に合

具体的に考えてみよう。

スタル・グラスとちがって，

るのは水である。水は求め

渇きを癒してくれない。し

てはならないものなのであ

しようもない。けれども，

わない。「粗末な素瓶から

並みのよろこ

いを言ってい

スは訴えてい

つづく２行

る日常生活」

ご飯を食べる

いなど，日々

び」とは，そういう日常的な

るわけで，その味わいを知る

るのである。

はこの日常的なものの味わ

とあるが，これは人間である

こと，顔を洗うこと，こうい

の生活の営みのすべてのこと

もの，毎日の生活において

ことが人生においていちば

いを発展的に述べたものであ

かぎり免れることができな

うものから始まって夫婦生

を言っている。これのない

もっとも大切なものの味わ

ん大事なことだとワーヅワ

る。「人間本来の営みであ

い日常生活のことである。

活やお隣りさんとの付き合

人生などありえない。ロボ

ットや仙人で

じっさい，

われの生活の

た人間だけを

るいは家の前

らに対して愛

いうこと，そ

ないかぎり。

われわれの毎日の生活を彩っ

周りでわれわれの人生を支え

言っているのではなく，われ

の小川とか，小さな野草とか

情を持つということ，心を通

こにこそ人生のほんとうの味

てくれるのはこういうもの

てくれるのである。むろん

われの生活に関わりのある

，そういうすべてを含めて

わせるということ，つまり

わい・よろこびがあるとい

なのである。それらがわれ

これは，家族や隣人といっ

すべて，犬とか猫とか，あ

の話である。そして，それ

は「素朴な共感」をもつと

うのである。

ふたたびた

共感というも

いと知ってい

膝元にやって

い。こういう

われわれは

とえ話で言うと，高嶺の花は

のが湧かない。そこには生活

ても，それらには愛情という

くる猫や１センチメートルで

愛情・共感こそが人生のほん

今ひな菊の詩を読んでいるの

どんなに美しくても，それ

がないのだから。あるいは

ものが感じられない。そん

も近くにすり寄ってこよう

とうの味わいであり，よろ

だが，ワーヅワスはこのひ

らにはほんとうの意味での

，ライオンやヒョウが美し

なものよりも，毎日自分の

とする飼い犬の方がかわい

こびなのである。

な菊によってこうした日常
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生活を支えてく

心を豊かにして

ほんとうに生き

立命館経済

れるすべてのものを代表させ

くれ，生きることのよろこび

たことになるのである。

学（第 巻・第４号）

ているのである。そしてそれ

を教えてくれるのであって，

らがわれわれの毎日の

そのように生きてこそ

最後のところ

叡智というと普

に考えられがち

並はずれたも

れほど大した経

に，平凡なもの

はない。このい

で「叡智」という大きな言葉

通，すごいもの，ちょっとや

だが，ワーヅワスがこの言葉

の・非凡なものを見て深い感

験ではない。少し感覚のすぐ

・当たり前のものを見て，そ

ずれでもなくて，当たり前の

が出てくるが，この言葉に惑

そっとで得られないもの，そ

によって意図しているのはそ

動を覚えるということ，これ

れた人ならだれにでも簡単に

れを当たり前と感じるだけな

ものを見て感動を覚えるとい

わされてはいけない。

んな高邁なもののよう

ういうことではない。

はそれ自体としてはそ

できることである。逆

ら，そこにはよろこび

うこと，これがいちば

んむずかしいこ

ある。

たとえば，第

おまえ

元気い

すると

お

となのである。そしてこの経

８スタンザを見てみよう。

はさわやかな朝日を受けて

っぱいはね起きる。

快活な花よ！ ぼくの心も

なじ愉快さではずむ。

験がほんとうの知恵，つまりここで言う叡智なので

そして

おまえ

悩み多

い

（

たそがれ時 露に重たくつつ

が身をたたむ時 そのやすら

い悲しみで沈んだこの胸を

くたびいやしてくれたことだ

まれて

ぐ姿は

ろう。

最初の２行の

）

「おまえはさわやかな朝日を受けて 元気いっぱいはね起きる」というのは特別

に技巧的な描写

がら，そのまま

ればよい。朝日

ら飛び起きる。

子どもの姿が十

そして「たそ

ではないが，じつにうまく朝

人間の描写にもなっている。

が部屋に入ってくると，子ど

今日は何をして遊ぼうかと，

二分に伝わってくる。

がれ時 露に重たくつつまれ

というものを描いている。早

たとえば，何の邪念もない，

もはもうじっとしておれなく

文字通り元気いっぱい。そん

て おまえが身をたたむ時」，

朝のひな菊をうたいな

無垢な子どもを観察す

て，勢いよくベッドか

な生きる意欲に満ちた

つまり夜になると，一

（ ）



日の終わりの

疲れる。しか

いっぱい生き

非

快い疲れがある。子どもは一

し，その疲れは不健康な疲

た後に保証される安らかな眠

凡なる平凡（井田）

日中元気いっぱい遊び回っ

労ではない。「そのやすらぐ姿

りのことである。

て，ぐったりするくらいに

」とあるのは，一日を精

人間を含め

に眠るように

んとうに生き

で生きている

かも皮肉なこ

のために一日

ワーヅワス

て生き物というのはこのよう

作られている。これが自然で

るということなのである。に

。これはとりもなおさず精神

とに，真実を求めようとすれ

をフルに生きることの味わい

はひな菊を見てこのことを教

に朝は太陽とともに元気よ

あるということ，健康であ

もかかわらず，われわれは

・知性というものがわれわ

ばするほどそうした不健康

深さを見失っていくのであ

えられたのである。いかに

く起き，夜になると安らか

るということ，つまりはほ

悲しみ，不安，憂鬱のなか

れにあるからなのだが。し

な生き方に陥っていき，そ

る。

自分は真実でない生き方を

しているか，

悲しみに沈ん

る。

憂いや悲

――その時々

る。ここで忘

のでは所詮ひ

われの心を満

と。そして自分のそうした

だこの胸を いくたびいやし

しみの時というのは心に空白

の心の穴をひな菊が埋めてく

れてならないのは，どんな時

とつの知恵にすぎない。そう

たしてくれるのである。初め

憂いや不安が何でもないもの

てくれたことだろう」とい

がある時である。そんな時―

れる。それがひな菊から得

であれという点である。ひ

ではなくて，この叡智はど

の方でわたしは，ひな菊は

に思えてくる。「悩み多い

うのはこのことを言ってい

―それがどんな時であれ

られる叡智だというのであ

とつの時にしか役立たない

んな時にでも万遍なくわれ

一年中いつでもどこでも咲

いている花で

以上，端折

ジは，ひな菊

あることを何度も強調したが

３ 日常性の

りながらだが，『ひな菊に』

のような平凡なものに感動す

，そのことの意味がこれで

肯定――人生は玉ねぎ――

を読んできた。くり返しにな

るということ，いや感動で

納得してもらえると思う。

るが，この詩のメッセー

きるということ，これがい

かに大事かと

う感動すべき

れわれの普段

を与えてくれ

な光景を求め

真実がいっぱ

これはワー

いうことである。もとより，

もので満ちている。道端には

の生活はそういう自然に取り

る。であれば，われわれはわ

たりしなくてもいい。自分の

い転がっているわけで，それ

ヅワスならではの人生につい

これはひな菊だけのことで

ペンペン草が咲いているし

囲まれていて，それらがわ

ざわざ遠くまで出かけて高

足元をじっくり見つめてお

で十分ではないかとワーヅ

ての到達点だと言える。人

はない。この世界はそうい

，家には犬や猫がいる。わ

れわれ次第でいつでも感動

嶺の花を探したり，刺激的

ればよい。そこには人生の

ワスは考えるのである。

間はこの現実を超えるよう

には作られて

けであって，

のない者は，

ない。

だれもが耳

うか。われわ

いない。だから，現実生活を

それがいわば人間の定めなの

それらしく地上にとどまり，

にする俗諺に人生は玉ねぎの

れはいつも人生の目的を問う

生きて，そこに真実を見つ

である。翼のないものが飛

地上のものをよろこびとし

ようなものというのがある

。生きることの意味は何か

けるより外に仕方がないわ

しても落下するだけ。翼

て生きていかなければなら

。これはどういう意味だろ

とか，何のために自分は生

（ ）



きているのかと

いうのである。

に皮をむいてい

立命館経済

か言って，人生の核心を求め

中の方に実があるはずだと思

っても最後は何も見つからな

学（第 巻・第４号）

る。そういう問いは玉ねぎの

って，どんどん皮をむいてい

い。人生もそんなふうに何の

皮をむくのと同じだと

く。ところが，どんな

意味も目的もないとい

うのである。

このように，

に当てはめてみ

い。皮は皮にす

同じで，日常性

すること，町内

ワーヅワスは考

この言葉は一般に悲観的な意

るとどうなるか。最後に何も

ぎないのではなくて，一枚々

という皮に意味があるのだと

会で旅行に出かけること，こ

えるのである。

味合いで使われているようだ

残らなくても，玉ねぎは何に

々の皮そのものが玉ねぎなの

いうことである。ご飯を食べ

うした日常生活のひとつひと

が，これをワーヅワス

もならないものではな

である。人生もそれと

ること，庭で花作りを

つが人生そのものだと

）
ちなみに，こ

の世のあらゆる

らすべてを大事

そういう生き方

ワーヅワスは

詩人と相場が決

彼らは理想を追

ンやシェリーは

れは現代の不条理の文学で知

ものに無関心で，すべてを無

にしたのである。今日は今日

によって，彼は人生を自分の

イギリスの代表的なロマン派

まっている。現実の生活から

い求めた。ワーヅワスより一

その典型で，彼らの詩はすこ

られるカミュとは正反対の立

価値なものとして捨ててしま

の生活を生き，明日になれば

ものとすることができたので

詩人である。ロマン派詩人と

離れ，魂の欲求するところに

世代後の，やはりロマン派詩

ぶる詩的（ ）で，目を

場である。カミュはこ

う。ワーヅワスはそれ

明日の生活を生きて。

ある。

言えば一般に飛 する

従って高きへ高きへと

人として有名なバイロ

見張るような美しさが

あった。だから

その点，同じ

た。そして自分

わば美しくない

ワーヅワスは非

ところで，こ

えば，幼少から

，彼らは詩人としてはワーヅ

ロマン派詩人でも，ワーヅワ

の生活のごく身近なものを題

ものばかりをうたったと言え

文学的で， な詩人

の という言葉だ

父親に早熟教育（今で言う超

ワスよりもはるかに人気があ

スはこれまで見てきたように

材とし，それらによって真実

る。その意味で，バイロンや

であった。

が，これはじつは ミルの

エリート教育）を受けたこと

った。

人生のすべてを肯定し

をうたいつづけた。い

シェリーとは対照的に，

言葉である。ミルと言

で知られ，後に 世紀

イギリスを代表

「アンポエティ

はワーヅワスを

ものとして重要

ミルには『自

そしてその自分

介しておくと，

する思想家・経済学者・社会

カルな特性の詩人」（

低く評価する言葉ではない。

な意味をもっている。

由論』という名著があるが，

がいかにワーヅワスによって

彼は最初バイロンに救いを求

改良主義者となった。その彼

）と呼んだの

それどころかワーヅワスとい

その中の一章で彼は若い頃精

救われたかを述懐している
）
。

める。バイロンと言えば当時

がワーヅワスのことを

である。むろん，これ

う詩人の本質を突いた

神的危機に陥ったこと，

そのところを簡単に紹

，イギリスだけではな

くヨーロッパ中

どん底にあった

なかった。バイ

とミルは言って

する。ところが

では，ワーヅ

で爆発的な人気を博した詩人

ミルもすがる思いでバイロン

ロンの詩はひととき酔わせて

いる。そんなある時，あまり

，そのワーヅワスの詩が彼を

ワスの詩の何がそれほどミル

で，だれもかれも彼の詩集を

の詩集を読んだが，バイロン

はくれるが，酔いが醒めると

期待もせずに，何かなしにワ

決定的に立ち直らせることに

の心を打ったのか。

買い求めた。苦しみの

は彼を救うことができ

元の自分に戻っていた

ーヅワスの詩集を手に

なるのである。

（ ）



ひとくちに

切れないく

の代表作とい

非

ワーヅワスの詩と言っても，

らい書いている。最初にも挙

うことになっていて，とくに

凡なる平凡（井田）

彼はずいぶん多作の詩人で

げたが，『序曲』や『逍遙』と

有識者階層の間ではこれら

，大小さまざまの詩を数え

いった哲学的な大作が彼

はずいぶん高い評価を得て

いる。ところ

はもっと身近

その種の詩を

と思われる。

われわれが今

ミルは社会

この社会改良

が，ミルはこれらには大して

な草花などをうたった小さな

集めた詩集も何冊か出版され

当然，今わたしがとり上げて

見てきたように，ミルもきっ

改良の理想に燃えた知性人で

運動の先に何があるのか，疑

インパクトを受けていない

詩だったと彼ははっきり言

ていて，ミルはそれらの詩

いる『ひな菊に』もそのな

とこの詩を読んで深い感銘

，これまでその理想に向か

問をいだきはじめる。この

。自分を力づけてくれたの

っている。ワーヅワスには

集のことを言っているのだ

かのひとつに入っていて，

を受けたにちがいない。

って邁進してきたのだが，

理想が実現した暁には自分

はどうなって

うして，一気

「知性の一人

個の生身の人

である。ちょ

そして彼のう

の生きる指

枚々々こそが

いるのか，自分の生きる拠り

に不安が募り，精神的な危機

歩き」に対するブレーキであ

間としての自分に何か充足し

うどそんな時，アンポエティ

たう野辺のひな菊や庭の雀に

針とすることができたのであ

人生であり，そこにこそ生き

処はどこに見つけられるだ

に陥っていくのである。こ

る
）
。知性人として理想に向か

たものが感じられないこと

カルで飛 しない詩人ワー

ほんとうの生きる意味を見

る。つまりは，先ほどの玉

る拠り処があるのだと納得

ろうかと思うのである。そ

れはわたしの言葉で言えば，

って飛 する一方で，一

に気づき，立ちどまるわけ

ヅワスに出会ったのである。

つけ，それらを今後の自分

ねぎの皮である。皮の一

できたのである。

本稿のテー

わけだが，こ

ヅワスに救わ

じっさい，ミ

ワーヅワスの

のものに見え

のように精神

マはワーヅワスの人生肯定論

のように， 世紀きっての非

れたというこの事実ほどワー

ルのように社会的に影響力を

詩人としての声望は 世紀を

るワーヅワスの詩に非凡な才

的危機から立ち直らせたワー

である。それを『ひな菊に

凡な思想家ミルがもっとも

ヅワスの人生肯定論の確か

もった著名人にこのように

通じてますます高まってい

能を認めたミルはさすがに

ヅワスはさらに偉大であっ

』を読みながら考えてきた

平凡なものをうたったワー

さを証言するものはない。

お墨付きをもらったことで，

ったのである。一見平凡そ

偉大であったが，ミルをそ

たと言うことができるだろ

う。

） 井田

学会

）

）

）

俊隆『知性の否定と肯定 ―

『立命館経営学』第 巻第６号，

（ ）

注

ワーヅワスの「賢明な受身」の一

年），

（

（ ）

解釈 ― 』（立命館大学経営

（

ちなみ

３年後

） たと

彼の立

どのよ

）

に，この作品の制作は 年

（ ）と

の 年に

えば，代表作『異 人』（新潮文

場である。世界は人間に対して

うに生きても何も補償がないと

本稿のテクストはこの

で，同年に他の２篇

（

（

庫，窪田啓作訳）の主人公ムル

何の関心もなく，したがってわれ

いう真実にムルソー（すなわちカ

セリンコート版にもとづく。

）を，さらに

）を制作している。

ソーの「世界の無関心」観が

われの存在は無意味であり，

ミュ）は正面から向き合って

（ ）



いる。

）

立命館経済

（ ）

）

学（第 巻・第４号）

（

） 井田俊隆『前掲』。第１章参照。

（ ）



人間が生き

非

ていく上で大切なのは酒か水

凡なる平凡（井田）

か。多くの芸術家は酒だと主張する。彼らは美酒を求

め，その陶酔

水とはわた

した平凡事の

ワーヅワス

という地上に

の作品『ひな

のなかから真実を得ようとす

したちの毎日の現実生活であ

なかにほんとうに生きること

は，現実から遊離し飛 する

踏みとどまった。本稿では，

菊に』を読みながら考証して

る。ワーヅワスは水にこそ

る。家族の食卓，散歩途中

の意味が隠されていること

芸術至上主義の危険性を知

そんな日常派詩人としての

みた。

真実があるのだと言う。

の野草。ワーヅワスはこう

を読者に訴える。

った上で，あくまでも現実

ワーヅワスの基本姿勢を彼

（ ）


